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	応用
	抗原情報
	背景
	グアニンヌクレオチド結合タンパク質（Gタンパク質）は、様々な膜貫通シグナル伝達系において、調節因子またはトランスデューサーとして関与しています（PubMed:15240885、PubMed:16787920、PubMed:16705036、PubMed:27084452）。RhoGEF（ARHGEF1/p115RhoGEF、ARHGEF11/PDZ-RhoGEF、およびARHGEF12/LARG）に結合して活性化することにより、エフェクター分子RhoAを活性化します（PubMed:15240885、PubMed:12515866）。GNA13依存性Rhoシグナル伝達は、その後、転写因子AP-1（活性化タンパク質-1）を制御します。 RhoA/ROCKシグナル伝達経路を活性化することにより、腫瘍細胞の浸潤および転移を促進する（PubMed:16787920、PubMed:16705036、PubMed:27084452）。Rho活性化とは独立して、CDH1を介した細胞接着を阻害する（PubMed:11976333）。
	研究分野
	シグナル伝達
	画像データ
	

	GNA13 抗体を使用した Hela、Jurkat 溶解物中の GNA13 [KO 検証済み] のウェスタン ブロット分析。
	

	G タンパク質アルファ 13 抗体を使用したパラフィン包埋ヒト胆管癌の免疫組織化学分析。抗原賦活化には高圧高温クエン酸ナトリウム pH 6.0 を使用しました。

